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西日本区強化月間

" L e t ' s S h o w - L e t ' s G r o w "国 際 会 長

「 示 そ う ワ イ ズ ！ 伸 ば そ う ワ イ ズ ！ 」

" L e t ' s J o i n u n d e r t h e Y ' s M e n ' s F l a g "ア ジ ア 会 長

「ワイズメンの旗のもとに」

" L e t ' s m o v e f o r w a r d w i t h c o n v i c t i o n ! "西日本区理事

「確信を持って前進しよう！」

「 」京 都 部 部 長 京都部５５５を目指して と共に更なる飛躍を！Y

「強い義務感を持とう！義務は全ての権利に伴う」

ファンド主査 中村 豊『 切手蒐集は古い？ 』
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小生 今期は主査として京都
部へ出向している立場上、い
やでも応でもファンドについ
て学び、その所をアピールす
る事とされていて、何かとハ
テナ、トホホの状況のなか、
案の定 月は ファンドの10 BF
強調月間という事で、ブリテ
ンの原稿依頼が入りました。

そういうことで、少しお付き合いください。
ワイズではファンドと ファンドの両方の言葉をBF
使っていますが、私の立場上この違いを皆さんに、
まず解ってもらいたいのです。広義のファンドは、
今月のポテトに見られるような、物品販売によるク

BFラブ独自の収益を目的とした事業です。対して
ファンドの分野は、販売事業とは係わりのないもの
で、もっぱら西日本区や国際への純然たる献金を意
味します。まず両者の違いを理解いただきたいので
す。後者のファンドは ・ ・ の献金があ,BF EF JWF
り、各々趣旨と目的が違っています。詳しくは関連
資料をご覧ください。
では献金する原資をどうして調達するかという事

CSですが、地域奉仕事業では年賀切手を換金して
献金に当てています。同様に ファンドでも、使BF
い古しの切手を集めて、

これをワイズ界の切手商氏に買い上げてもらうシス
テムが今でも続いています。
ちなみに両者とも、仕入れコストが名目上０円ある
のが特徴で、これはワイズの先輩の知恵の一つなの

。 、でしょう 使い古しの切手をきれいに整備するのは
労力の割りに効率が低いとの意見もあり、また易き
に流れていくのでしょうか、締め切り間じかに現金
で済ませているのが現状です。ずっと以前は切手と
台紙を剥がすのに、風呂にどっさり切手を漬けてお
く光景が見られたと聞いてのことでしょう。ここは
一つ、気長に年間を通じて切手を蒐集しておき、年
に一度でもよいからメンバーが一斉に持ち寄る動き
があってもよい様に思うのです。部長公式訪問の随
行で７月にキャピタル へ行ったとき、受付に切C
手の入った長さ６０ｃｍ径 ｃｍほどのポリ袋が20
置いてあり、立場上感銘を受けたものでした。相当
な量ですね。

、日常の生活や仕事のうえでは効率を追求しつつも
ワイズの世界にあっては非効率であっても、コツコ
ツと蒐集を続けるところに、それこそワイズの面白
さがある様に思うのです。また物品販売の収益を献
金の一部に廻すのも正当なあり方と考えます。
会長さん、三役さん、よければ是非今期中にここ
らを協議されて、実行に移されてどうでしょうか？

9月在籍者 ニコニコ ファンド

会員 第一例会 第二例会 切手 0pt 第一例会 ネットファンド
23名 メン 19 名 19 名 現金 0pt 0円 0円
広義・功労会員 メネット 2 名 4 名 (メイキャップ含む） 第二例会
0名 コメット 0 名 0 名 14970円

ビジター 0 名 8 名 前月出席率 累計 ※全額メネット会へ ファンド
ゲスト 0 名 3 名 修正 切手 0pt 累計14970円 年間合計

合計　　　　　23名 計 21 名 34 名 なし 現金 0pt 31,057円

例会出席率 BFポイント

出席第一・時間厳守・環境問題についての意識改革、行動・親睦・奉仕

喜んで 楽しんで 感謝して。ク ラ ブ 会 長 標 語「 笑 顔 」 , ,



出席第一・時間厳守・環境問題についての意識改革、行動・親睦・奉仕

今月の聖句
自分の命のことで何を食べようか何を飲もうかと、また
自分の体のことで何を着ようかと思い悩むな。命は食べ
物よりも大切であり、体は衣服よりも大切ではないか。

（マタイによる福音書第６章２５節）


